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:  は  じ め に

近年我が国では,地域農業の担い手として中核農家が注

目され,それを育成しようとする動きが数多く展開されて

いる。そのためには,ま ず現在の中核農家がいかなる背景

のもとでどう経営が変化してきているかを把握し,今後ど

のようにしていけば発展 しうるかを明らかにすることが必

要である。

そこでここでは,イ チゴ産地として有名な亘理町吉田地

区のS農家に焦点をあて,聴取調査により経営構造の変化

と当面する課題を明らかにした。

2 地 域 の 概 況

竜理町は県南部に位置し,農家率464%,農家一戸当たり

耕地面積l14′ と県平均をやや下回る野菜・ 果樹中心の町

である。

でS農家が位置する吉田地区は,1980年農業センサスによ

れば,総農家数1366戸で,県平均と比べると農家率は589

%と低いが専業農家率204%は 高い。昭和45年から55年 ま

での10年間に農家率は低下したが農家数ではあまり減少し

ておらず,専業と2兼が増加するといった階層分化が起き

ている。経営規模別では10"未満層が405%と最も多く,農
産物販売金額1位部門別の農家構成割合では水稲664%・施

設園芸 3■ 4%と比較的施設園芸の割合が高い地区である。

3 S農 家の概況

現在 S農家は,総耕地 4302,水田 300●・畑 130α (う ち
30`は借地)を耕作 し,経営内容は水稲作とイチゴを主体
としており,地域内では平均以上層に位置している。
畑にはイチゴカイ宵寸され,栽帰圃に1450π (内 訳 :ダナー

500π・ 宝交早生300π・ 麗紅 400π・ 女峰 250π ),育
薔圃30α となつており,育苗圃については町外に借入する

形をとっている。また栽培のほとんどは,株冷半促成・促

成である。

また.畑作で使用する堆肥は町外から購入しており,現

在では高清水や大河原から運搬している。

所有機械については, トラクタ・ コンバイン・ 乾燥機等

の稲作機械がそのほとんどを占めており,稲作は機械化一

貫体系をとり,よ り省力化されている。

家族構成は,経営主57才 。その妻57才・後継者34才・ そ

の妻32才・後継者の子供 2人・母 1人の 7人であり,農業

には,経営主及び後継者の 2夫婦 4人が従事 (250日 以上)

しており,ま た作業については,後継者夫婦が主体となっ

ている (表 1)。

S経営の概況 (昭和61年時)(単
位

借地は岩沼

4 戦前からの経営構造の変化

戦前S家は,近隣の集落から分家して現在地に居をかま

えたが,当時は水田130α に畑100α を本家から移譲され ,
それに水田70`ほどを借入していた日小作農であり,労働

力は父・母・本人の 3人であった。畑にはトマト・ ナス・
イチゴ等が作付され,汽車・リヤカーにより

`、

り売りをして

いた。その後農地改革によリガ準 していた70α が自作地と

なり,水田200α・畑 100`・ 計 300α の自作農となったか

終戦直後父の死亡により労働力の主力は本人へと移った。

結婚により労働力は増加し,25年以降には,戦前からの野

菜の中の 1作 EIであったイチゴが, トラック導入による流
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項  目 容内 備  考

所

有

耕

地

総耕地 430α (30) イチゴ作付面積
ダ ナ ー 500π
麗  紅 400
宝交早生 300
女  峰 250

市にある。

育苗用30

水  田

畑
100

(借地30α )

畜家

設施 ビニールハウス  5,000m

所有 機 械

条

‘
条

″
ク
機
他

パ
ラッ植

ヨ
ト
田

ＰＳ
石

夕
機
噴

″
燥
卜
乾
動

族家

世 帯 主 (57)世帯主の妻 (57)
後 継 者 (34)後継者の妻 (32)
後継者の長女 (9)
後継者の長男 (5) 母 (77)

そ の 他
堆肥は購入(高清水より1000vじ

(59年時
大河原,角 田2.000/t)
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通改善や高価格であったことから,本格的に栽培されるよ

うになった (技術的には露地裁培が主流であった )。 その

後除々にイチゴの作付面積を増加し,栽培方法は露地から
ビニールトンネルヘと変わり,面積増に伴う労働力の過重
のため機械化が図られた。その後40年から44年にかけて栃

木県でイチゴ苗購入の折株冷技術を習得し,同年改良資金

を利用してパイプハウスを10α 設置し,義兄がリーダーで

ある研究会に加入して本格的に株冷を開始すると共に,農

協にイチゴ部会の結成を促した (現在の基礎を築いたのが

このころに当たる)。 45年～50年にはビニール トンネル栽培

を中止し,40● 力
'ヾ
イプハウスとなった。品種はこのころ

表2 S経営の変化

イテゴ作付置優

までダナーのみでまだ他品種作付までには至っていない。

51年に長男が結婚し,労働力は 2世代 4人となり労働充実

期を向かえた。53年には畑10`を売却し水田30`を購入し,
その後,畑 10`が農地造成事業により増加し,54年には仙

台在住の人から農業委員会の斡旋で水田70α を購入した。

この時に農地等取得資金を借入し,その返済のため現金収

入増をねらってイチゴの作付面積を増加させている。イチ

ゴの作付拡大により,1品種では労力的に無理が生じること

から,作付品種・作型を分化させて収穫時期の集中を回避

し,同時に稲作は大型機械の導入を図り,作業の簡略化に

努め 現在に至っている (表 2)。

経

営

状

況

家  族  員

晨  機  具

EEl落幹労●カ

□ その他家族員

以上のことから規模拡大する背景には,ラ イフサイクル

や経営主の規模拡大に対する積極的な姿勢,それを助長す

る資金源の確保があることが明らかとなった。

5 当面する課題

S経営は現在上述のように,イ チゴ生産に特化した経営
形態であり,そ こでの主要な問題は次の 3点にあることが

明らかとなった。

第 1に機械装備率が高いこと,第 2に収穫時期が作期の

分散により1日 11時間の労働が11月 から6月 までの8カ月

間続くこと,第 3に堆肥購入地が分散し遠隔地にあるため

余分な経費がかかることである。

これら問題を解消するためには,稲作作業の受託組織を

育成することによる機械費削減,ま た健康面を考慮した作

付体系の確立,堆肥購入の組織化,力泌 要であり,そのた

めには,地域のつながりをより強固なものにし,地域組織
と一貫した連携をとることが重要であると考えられる。

6   お わ り に

以 し,経営構造の変化と現在の課題を明らかにしたが ,
これまでに発生した問題は個人だけでは解決が困難である

ため,地域全体で考え改善していく必要がある。
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